
伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
入
領
下

l

l

伝
上
杉
謙
信
・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告

(6) 

白
地
裏
菊
文
綾
、
襟
唐
織
胴
服
(
図
版
V
a
.
b
.
挿
図
的
ω

)

一
畏
菊
文
が
互
の
自
に
織
り
出
さ
れ
て
い
る
白
綾
地
の
胴
服
で
、
襟
は
、
紅
と
自
の

段
地
に
立
涌
桐
文
の
唐
織
で
あ
る
。
こ
の
襟
裂
は
襟
の
外
側
に
つ
い
て
お
り
、
内
側

に
は
紅
練
緯
の
裏
襟
が
つ
い
て
い
る
の
で
一
覧
表
(
報
告
四
、

上
ー
美
術
研
究
二
四
二

号
)
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
襟
は
襟
首
の
と
こ
ろ
を
内
側
に
折
っ
て
着
装
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

一
長
は
紅
練
緯
の
通
し
一
長
で
、
表
の
白
綾
地
と
の
対
照
が
華
や
か
で
あ
る
。
襟
裏
の

紅
は
黄
味
が
強
く
、
染
め
む
ら
が
あ
っ
た
り
す
る
が
、
裏
裂
の
紅
は
槌
色
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
美
し
い
色
を
と
ど
め
て
い
る
。

紐
は
赤
色
の
八
ッ
打
の
角
紐
で
、
鎧
の
総
角
な
ど
に
あ
る
四
角
に
角
が
あ
る
紐
で

あ
る
。
紐
の
太
さ
は
、
四
角
の
一
辺
の
幅
が
約

0
・
六
セ
ン
チ
で
相
当
に
太
く
、
長
さ

も
総
と
も
に
四

0
セ
ン
チ
近
い
(
報
告
四
、
上
の
表
|
|
美
術
研
究
二
四
二
号
二
頁
参
照
)

註
位

派
手
な
胸
紐
で
あ
る
。
こ
の
紐
の
赤
色
は
紅
染
で
な
く
、
茜
か
何
か
で
あ
ろ
う
。

襟
裂
の
唐
織
は
、
の
の
襟
と
共
に
唐
織
の
遺
品
資
料
と
し
て
は
、
現
在
で
は
最
も

伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領

ー下

四

ー

ー

神

/ら;、

/口[

築

子

古
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
唐
織
は
よ
く
目
が
つ
ん
で
お
り

(
後
述
表
襟
裂
の
地
合
参

紅
白
段
地
に
、

立
涌
が
地
色
の
段
と
逆
の
組
合
わ
せ
、

即
ち
、
紅
地
に
は
白

で
、
白
地
に
は
紅
で
立
涌
が
織
り
出
さ
れ
、

そ
れ
に
桐
文
、
沢
潟
、
及
び
一
種
の
蔓

唐
草
風
の
文
様
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
蔓
唐
草
風
の
文
様
は
、
文
様
の
本
来
の
形

は
、
室
町
・
桃
山
期
の
桐
の
模
様
に
屡
々
見
ら
れ
る
枝
や
葉
や
触
角
の
よ
う
な
形
の

蔓
を
伴
っ
た
桐
模
様
の
一
部
、
即
ち
胴
服
ゅ
の
襟
に
見
ら
れ
た
蔓
の
あ
る
桐
の
折
枝

(
報
告
四
、
中
|
|
美
術
研
究
二
四
三
号
二
四
、
二
五
頁
)
風
な
も
の
で
あ
っ
た
の
、
が
、

こ
の
唐
織
の
意
匠
構
成
の
上
で
、
空
間
を
適
宜
埋
め
る
た
め
に
、
五
七
の
桐
に
附
随

し
て
い
た
葉
や
枝
や
蔓
を
分
離
さ
せ
て
配
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
天
川
神
社
蔵

註
幻

の
格
子
桐
竹
文
様
片
身
替
唐
織
(
挿
図
幻

a
.
b
)
の
桐
文
は
、
こ
の
胴
服
の
襟
裂
の

唐
織
の
五
七
の
桐
文
、
葉
、
枝
、
蔓
と
も
に
形
が
酷
似
し
、

そ
れ
ら
が
一
つ

か
つ
、

の
桐
文
様
と
し
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
推
測
を
裏
づ
け
る
好
資
料
で
あ
る
。

こ
の
襟
裂
の
唐
織
に
用
い
ら
れ
て
い
る
糸
の
色
は
、
経
糸
は
、
白
と
赤
の
段
(
一

段
の
幅
が
二
七
・
五
セ
ン
チ
)

に
緋
風
に
締
め
切
っ
て
染
め
分
け
た
糸
で
あ
り
、
緯
糸

え
ぬ
き
註
M
H

註

位

は
、
燈
色
が
か
っ
た
紅
(
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
〉
と
白
、
絵
緯
は
、
燈
色
が
か
っ
た
紅
(
サ
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美

術

四

四

【
凡
〕
勺

究

研

註43参照

がそ
かン
ピてコ

たそ?
薄註Q
紅42 . 

(燈
薄色

い
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
)
、

b. 同部分

黄薄白
浅
濃葱裁
い、色
蔚浅
黄葱金

茶
紫蔚

の
十
色
で
あ
る
。
こ

奈良天川神社蔵

色浅
、葱

濃は
い非
蔚常
黄に
は薄
鉄い

の
十
色
の
う
ち
、
薄

織
色
に
近
い
蔚
黄
の
濃

唐持
ぃ
色
で
、
糸
が
朽
損

附
し
て
抜
け
て
い
る
と

文附
こ
ろ
が
あ
る
。
紫
は

軒
灰
色
が
か
っ
た
槌
せ

a

た
よ
う
な
色
で
、

よ

挿図21

カミ
糸
ぴ〉

傷
み
は
み
ら

い
色
と
は
い
い
難
い

れ
な
い
。

こ
の
唐
織
全
体
の
色
彩
は
紅
白
が
主
調
で
、
樺
色
を
帯
び
た
紅
の
濃
淡
は
、
柔
和

さ
を
程
よ
く
整
え
る
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
配
置
が
し
て
あ
り
、
紅
白
以
外
の
色
で
は
最

も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
金
茶
は
、
暖
か
さ
、
柔
か
さ
、
豪
華
さ
を
品
よ
く
処
々
に

配
し
て
い
る
。
白
と
自
に
近
い
よ
う
な
薄
い
浅
葱
は
、
こ
の
唐
織
に
清
々
し
さ
を
与

え
て
お
り
、
少
量
配
さ
れ
て
い
る
瀦
色
と
萌
黄
は
暖
色
系
の
こ
の
唐
織
に
、
適
当
に

194 

与
え
た
引
き
締
ま
り
、

ア
ク
セ
ン
ト
の
役
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

こ
の
色
調
は
、
先
に
述
べ
た
文
様
と
相
侠
っ
て
、
格
調
高
く
品
位
あ
る
優
雅
な
唐

織
を
形
成
し
て
い
る
。

こ
の
唐
織
の
文
様
は
、
ゆ

ωゆ
例
の
胴
服
の
襟
裂
と
同
様
、
襟
首
ま
わ
り
の
部
分

が
襟
の
文
様
の
起
点
に
な
っ
て
い
る
。
背
縫
の
延
長
線
上
が
、
襟
裂
の
丁
度
真
中
の

位
置
で
あ
り
、

そ
こ
に
こ
の
唐
織
の
段
替
り
の
締
切
線
が
来
て
い
る
。
こ
の
襟
裂
の

意
匠
で
あ
る
紅
白
段
替
り
構
成
の
起
点
と
称
す
べ
き
線
で
あ
ろ
う
。
そ
の
左
右
は
、

段
の
幅
が
こ
の
胴
服
の
襟
肩
ア
キ
の
寸
法
(
報
告
四
、
上
の
表

|
l美
術
研
究
二
四
二
号

二
頁
参
照
)

に
ほ
ぼ
ム
口
わ
せ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
七
・
五
セ
ン
チ
に
し
て
あ
り
、
地
色
は

左
が
白
、
右
が
赤
と
な
っ
て
い
る
。
襟
裂
と
し
て
は
、
中
央
か
ら
襟
肩
ア
キ
の
寸
法

を
取
っ
た
残
り
は
、
左
右
と
も
前
身
頃
に
廻
る
部
分
で
あ
り
、
従
っ
て
起
点
の
左
右

各
七
・
五
セ
ン
チ
幅
の
段
(
そ
の
締
切
線
〉

よ
り
先
は
、

そ
れ
ぞ
れ
二
七
・
五
セ
ン

チ
幅
の
段
替
り
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
桐
や
沢
潟
等
の
、

向
に
上
下
の
あ
る
文
様
は
、

起
点
の
締
切
線
を
挟
ん

で
、
五
七
の
桐
文
の
上
方
が
つ
き
合
わ
せ
に
な

っ
て
発
し
、

そ
れ
ぞ
れ
双
方
の
先
端

に
文
様
の
下
方
を
向
け
て
伸
び
て
い
る
。
即
ち
こ
の
襟
裂
の
文
様
は
、
背
面
の
首
に

当
る
部
分
は
、
桐
文
は
二
つ
が
上
方
を
つ
き
合
わ
せ
に
横
を
向
き
、
立
涌
も
横
向
き

に
は
な
っ
て
い
る
が
、
襟
裂
の
大
部
分
で
あ
り
、

か
つ
胴
服
と
し
て
目
立
つ
個
所
の

前
面
の
襟
裂
で
は
、
左
右
両
側
と
も
文
様
が
下
向
に
な
る
こ
と
を
避
け
、
す
べ
て
上

向
に
な
る
よ
う
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
段
替
り
構
成
、
文
様
の
向
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
唐
織
は
予
め
襟

裂
用
に
意
匠
を
企
画
し
て
織
ら
れ
た
織
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
胴
服
例



ハ
小
袖

ωと
同
一
物
、
報
告
二
|
|
美
術
研
究
二
二
八
号
参
照
)
や
小
袖

ω(鰍
告
二
|
|

美
術
研
究
二
二
八
号
参
照
〉

の
襟
裂
と
同
様
凝
っ
た
織
物
で
あ
る
。

能
装
束
の
唐
織

や
打
掛
な
ど
、
衣
服
全
体
が
段
替
り
意
匠
構
成
の
も
の
の
襟
と
し
て
織
ら
れ
た
裂
地

を
こ
の
胴
服
の
襟
に
用
い
た
の
か
、
或
は
こ
の
胴
服
の
た
め
に
特
別
に
織
ら
せ
た
も

の
か
、

そ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。

段
の
幅
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
、
立
涌
は
、
幅
が
、
最
も
広
い
部
分
の
外
径
で

十
二
セ
ン
チ
、

長
さ
が
、
立
涌

の
最
も
つ
ぼ
ま

っ
た
と
こ
ろ
か

ち
次
の
最
も
つ

ぼ
ま
っ
た
と
こ

ろ
ま
で
で
二
十

胴服(6)の地文

セ
ン
チ
、

五
七

の
桐
文
は
、
幅
、

長
さ
共
に
六
・

挿図22

七
セ
ン
チ
に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
襟
裂
は
現
在
の
と
こ
ろ
最
古
の
唐
織
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
に
見
て
き
て
も
、

註
必

唐
織
と
し
て
は
ご
く
初
期
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
高
度
な
技
術
と
意
匠
に
対
す
る

周
到
な
配
慮
が
う
か
が
わ
れ
、

文
様

色
彩
、

更
に
保
存
状
態
ま

地
質
、

ま
た
、

で、

こ
れ
よ
り
後
に
出
来
た
唐
織
の
優
品
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
こ
と
が
知
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
上
質
の
唐
織
の
襟
が
、
胴
服
全
体
の
白
場
に
対
す
る
比
率
も
効
果

伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領

下

的
に
、
適
当
に
締
ま
り
の
あ
る
華
や
か
さ
と
品
位
を
見
せ
て
い
る
。
加
え
て
紅
裏
と

の
対
照
等
、

こ
の
胴
服
に
も
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
統
一
の
と
れ
た
意
匠
効
果
が
う
か
が

わ
れ
、
川

ω川wmw
の
胴
服
と
共
に
稀
な
る
優
品
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(
形
状
、
法
量
、
佐
立
て
方
〉

形
状
、
法
量
は
一
覧
表
(
報
告
四
、
上
ー
l
美
術
研
究
二
四
二
号
)
の
例
。
総
重
量
七
九

O
グ
ラ

ム
の
綿
の
厚
く
入

っ
た
胴
服
で
あ
る
。一
畏
は
通
し
裏
、
袖
口
、
裾
と
も
に
砲
が
あ
り
、
仏
他
幅

は
袖
口
、
裾
と
も
約
一
セ
ン
チ
。
袖
口
に
は
留
め
が
あ
り
、
左
袖
は
袖
山
か
ら
二
八
・
五
セ
ン

チ
下

っ
た
位
置
で
、
裏
に
一
セ
ン
チ
入
っ
た
と
こ
ろ
、
右
袖
は
袖
山
か
ら
二
八
セ
ン
チ
下
っ

た
位
置
で
裏
へ

0
・
五
セ
ン
チ
入

っ
た
と
こ
ろ
に
そ
れ
ぞ
れ
白
の
絹
糸
で
行
わ
れ
て
い
る
。
袖

口
一
綿
は
裏
袖
の
袖
口
の
砲
に
ふ
く
ま
せ
で
あ
る
が
と
じ
つ
け
て
な
い
。
裾
の
植
は
左
右
の
棲

先
、
背
割
れ
の
左
右
の
端
と
も
に
剣
先
風
の
仕
立
に
な

っ
て
い
る
。
背
縫
の
折
被
せ
は
、
表

一袈
と
も
に
正
常
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二
O
頁
、
挿
図
3
参
照
〉
。
袖
附
は
表
裏
と
も
に
平
縫
、

折
被
せ
は
表
も
裏
も
袖
の
方
が
高
く
(
上
に
)
な
っ
て
い
る
。

襟
は
、
唐
織
の
表
襟
と
紅
練

総
の
一畏
襟
と
が
つ
き
合
わ
せ
に
な

っ
て
い
る
側
は
、
縫
代
の
分
、
だ
け
端
を
二
つ
折
り
に
し
た

唐
織
の
表
襟
に
、
綿
を
ふ
く
ま
せ
た
裏
襟
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。
襟
附
は
、

表
(
唐
織
の
襟

が
つ
い
て
い
る
方
)
は
平
縫
、
裏
は
く
け
つ
け
に
な

っ
て
い
る
。
襟
附
は
背
縫
線
の
上
と
か
襟

肩
ア
キ
の
と
こ
ろ
な
ど
要
所
要
所
で
表
裏
の
と
じ
合
わ
せ
、

即
ち
中
と
じ
が
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
仕
立
を
見
る
と
、
表
と
裏
と
を
別
々
に
縫
い
合
わ
せ
(
こ
の
胴
服
で
は
裏
襟
は
最
後

に
く
け
つ
け
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で

裏
裂
の
方
は
襟
附
縫
は
行
わ
れ
て
い
な
い
)
て
お
い

て
、
裾
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
後
で
綿
を
入
れ
、
襟
の
中
と
じ
を
し
、
襟
下
(
立
棲
)
を
く
け
、

袖
の
表
裏
(
袖
口
側
の
つ
ま
合
わ
せ
に
な
る
と
こ
ろ
)
の
く
け
つ
け
を
し
、
そ
し
て
裏
襟
の
襟
附

の
部
分
及
び
表
襟
と
の
く
け
合
わ
せ
を
行
っ
た
こ
と
が
見
当
づ
け
ら
れ
る
。

乳
の
位
置
は
妊
下
り
の
位
置
か
ら
三

0
・
五
セ
ン
チ
下
っ
た
と
こ
ろ
で
、
乳
は
約

0
・
八

一
・
三
セ
ン
チ
出
て
い
る
。
乳
の
裂
は
身
頃
の
一
畏
裂
と
同
質
と
思
わ
れ
る
。
左

右
と
も
乳
は
わ
な
が
上
、
く
け
目
が
下
に
な
っ
て
い
る
。

セ
ン
チ
幅
、
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美

術

'" ?デ

研

究

四

四

縫
糸
は
白
の
絹
糸
S
撚
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
針
目
は
平
縫
の
部
分
は
約
0
・
七
セ
ン

チ
、
く
け
縫
の
部
分
は
一
セ
ン
チ
か
ら
一
・
二
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。
縫
目
は
少
々
粗
い

感
じ
で
あ
る
が
、
仕
立
全
体
は
非
常
に
き
ち
ん
と
し
て
い
る
よ
い
仕
立
で
あ
る
。

(表

裂

身
頃地
合
1
1
1
地
は
経
の
六
枚
綾
で
/
(
右
上
り
〉
、
文
は
そ
の
裏
組
織
で
緯
の
六
枚
綾
¥
(
左

上
り
〉
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
六

O
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三

O
本
前
後
。
報
告

二
(
美
術
研
究
二
二
八
号
〉
の
小
袖
の
中
、
綾
地
九
領
の
地
合
、
胴
服

ωの
表
裂
の
地
合
と
同

じ
で
あ
る
。

菊
文
の
文
様
、
大
き
さ
|
|
文
様
は
挿
図
的
μ

、
十
六
勝
の
裏
菊
文
で

一
幅
に
五
つ
が
互

の
自
に
配
列
さ
れ
て
い
る
P

長
径
は
五
・
五
セ
ン
チ
、
短
径
は
五
・
二
セ
ン
チ
。

襟
唐
織
で
、
地
合
以
外
は
さ
き
に
述
べ
た
。

地
合
|
|
地
は
径
の
三
枚
絞
で
/
(
右
上
り
)
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
七

O
本
前
後
、
緯

糸
は
一
セ
ン
チ
間
に
三
四
本
前
後
。

地
伯
仲
二
本
お
き
に
絵
緯
が
一
本
入
っ
て
い
る
(
絵
緯
の

撚
は
ゆ
る
い
S
撚
)。
自
の
つ
ま

っ
た
し
っ
か
り
し
た
地
質
の
唐
織
で
あ
る
。

(裏

裂

身
頃

一
セ
ン
チ
聞
に
四
二
本
前
後
で
、
二
本
ず
つ
寄

ト
土

n
L

-一三仏

d
告

っ
て
お
り
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
四

O
木
前
後
。
紅
の
後
染
。

紅
色
の
練
緯
で
、
地
合
は
経
糸
は
細
く

襟
紅
色
の
練
緯
で
、
地
合
は
経
糸
は
細
く
、

一
セ
ン
チ
聞
に
四
二
本
前
後
で
二
本
ず
つ
寄
っ

註
位

て
お
り
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
四
四
本
前
後
。
紅
の
色
に
黄
味
が
多
い
。
後
染
。

四

、、，J
ヴ

t，，a‘、
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白
地
紗
綾
形
雲
文
総
子
、
襟
唐
織
胴
服
(
図
版
W
H
a
.
b
.
挿
図
M
)

紗
綾
形
と
雲
文
が
地
文
の
白
倫
子
地
の
胴
服
で
、
襟
は
蔚
黄
地
に
、
紅
の
濃
淡
、

金
茶
、
白
等
の
絵
緯
で
稲
妻
形
の
文
様
が
織
り
出
さ
れ
た
唐
織
で
あ
る
。

約
二
十
一
セ
ン
チ
幅
の
襟
裂
が
二
つ
折
り
に
し
て
つ
け
ら
れ
て
お

り
、
胴
服
の
襟
と
し
て
、
形
の
上
で
は
胴
服
仰
の
襟
と
同
類
で
あ
る
。
襟
幅
は
九
・

こ
の
襟
は
、

五
セ
ン
チ
あ
る
の
で
、
胴
服
仰
の
襟
の
よ
う
に
外
側
に
折
っ
て
着
装
さ
れ
た
か
と
考

え
ら
れ
た
(
図
版
?
、
及
び
一
覧
表
|
|
報
告
四
、
上
、
美
術
研
究
二
四
二
号
|
|
参
照
〉

が
、
襟
の
外
側
が
、
全
面
平
均
し
て
槌
色
し
て
い
る
の
で
、
胴
服

ωの
よ
う
に
襟
は

立
て
て
着
装
し
た
感
が
強
い
。

裏
は
紅
練
緯
の
通
し
裏
で
、
槌
色
は
見
ら
れ
ず
、
極
め
て
鮮
や
か
で
あ
る
。

表
の
裂
地
の
倫
子
は
、
胴
服

ωの
表
地
を
構
成
し
て
い
る
裂
地
の
一
種
、
白
地
紗

綾
形
地
に
蘭
文
様
倫
子
(
報
告
一
、
下
|
|
美
術
研
究
一
二
九
号
二
八
頁
参
照
〉

と
共

に
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
も
古
い
遺
品
で
あ
る
。
倫
子
の
遺
品
資
料
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
室
町
・
桃
山
期
の
も
の
は
こ
れ
を
除
く
と
殆
ど
皆
無
で
、

ま
こ
と
に
珍
し
い
資

料
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
倫
子
は
慶
長
年
間
に
、
明
の
製
法
に
倣
っ
て
織
ら
れ
た
と

註
必

い
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
胴
服
が
謙
信
の
も
の
だ
と
す
る
と
、
こ
の
倫
子
も
胴
服
仰
の

裂
地
の
一
種
の
倫
子
と
共
に
中
国
か
ら
の
舶
載
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

襟
裂
の
唐
織
は
、
胴
服
仰
の
襟
と
同
様
、
唐
織
の
遺
品
で
は
現
在
の
と
こ
ろ
最
も

古
い
。
こ
の
唐
織
は
絵
緯
が
地
を
殆
ど
埋
め
つ
く
す
ほ
ど
、
裂
の
表
に
渡
っ
て
い
る

の
で
刺
繍
と
見
紛
ラ
ほ
ど
で
あ
る
。
た
だ
二
、
三
ケ
所
絵
緯
の
渡
り
方
に
狂
い
が
生

じ
て
い
る
個
所
(
図
版
羽
b
、
襟
裂
の
中
央
、
や
や
右
寄
り
に
も
あ
る
)
が
あ
る
の
で
、

こ
の
裂
は
表
側
か
ら
見
た
だ
け
で
も
唐
織
で
あ
る
こ
と
が
判
明
出
来
る
。
こ
の
唐
織



は
胴
服
mw
の
唐
織
よ
り
は
目
が
粗
い
(
後
述
襟
裂
の
地
合
参
照
)
。

こ
の
襟
裂
の
唐
織
に
用
い
ら
れ
て
い
る
糸
の
色
は
、
地
は
経
糸
、
緯
糸
と
も
に
同

ト
↑
』

q
L

-一-E
d
A
2

じ
濃
さ
の
蔚
黄
色
で
、
絵
緯
は
、
多
量
に
用
い
ら
れ
て
い
る
順
に
挙
げ
る
と
、
薄
紅

註
m
M

(
ピ
ン
グ
)
と
澄
色
が
か

っ
た
紅
(
濃
い
サ
モ
ン
ピ
ン
グ
。
こ
の
色
は
、
胴
服
例
の
濃
い
サ

モ
ン
ピ
ン
グ
よ
り
色

が
濃
い
。
)
は
、
共

に
最
も
多
く
用
い

ら
れ
て
お
り
、

部分

且

つ
同
量
で
あ
る
筈

同

の
文
様
構
成
に
な

b. 

っ
て
い
る
。
次
い

で
金
茶
、
濃
い
蔚

東京国立博物館蔵

黄
、
白
、
紫
で
、

計
六
色
で
あ
る
。

こ
の
中
、
金
茶
と

紅白山道菊桐枝垂桜文様唐織

濃
い
蔚
黄
は
胴
服

mw
の
唐
織
に
用
い

ら
れ
て
い
る
金

茶
、
及
び
濃
い
蔚

註
U

黄
と
同
色
で
、
紫

は
胴
服
m
w
の
唐
織

挿図23 a. 

に
用
い
ら
れ
て
い

る
紫
と
も
異
り
茶

伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領

下

色
が
か
っ
た
色
で
、
こ
れ
も
よ
い
紫
色
と
は
い
い
難
い
。
し
か
し
こ
の
唐
織
の
濃
い

蔚
黄
糸
に
は
糸
の
朽
損
は
見
ら
れ
な
い
。
紫
糸
に
も
糸
の
痛
み
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
唐
織
全
体
の
色
調
は
、
紅
の
濃
淡
が
主
調
で
、
稲
妻
形
に
走
る
金
茶
、
濃
い

溺
黄
、
白
、
紫
、
地
色
の
蔚
黄
が
鮮
や
か
な
効
果
の
引
き
締
め
役
を
演
じ
て
い
る
。

特
に
白
と
金
茶
の
用
い
方
は
電
光
さ
な
が
ら
で
あ
る
。
絵
緯
が
大
き
く
渡
っ
て
、
幅

広
い
電
光
線
状
の
文
様
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
紅
か
薄
紅
で
、
細
い
鋭
い
電
光

線
文
様
は
そ
の
ほ
か
の
四
色
の
絵
緯
で
で
き
て
い
る
。
紅
、
薄
紅
、
金
茶
は
そ
れ
ぞ

れ
細
い
線
を
挟
ん
で
二
本
並
列
し
、
即
ち
、
紅
は
白
を
、
薄
紅
と
金
茶
は
濃
い
蔚
黄

を
と
絵
緯
で
で
き
て
い
る
細
い
線
を
挟
ん
で
二
本
同
色
が
並
ぶ
構
成
を
と
り
、
紫
は

蔚
黄
の
地
だ
け
を
聞
に
し
て
二
本
並
び
、
白
と
濃
い
蔚
黄
は
一
本
ず
つ
で
、
こ
の
唐

織
の
線
の
組
合
わ
せ
は
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
が
、
効
果
的
に
配
分
よ
く

ト十三
H
U

-一-E
d生

整
列
し
、
あ
く
ま
で
も
平
行
を
保
つ
ジ
グ
ザ
グ
行
進
の
よ
う
な
編
成
で
、
こ
の
稲
妻

文
様
を
形
作
っ
て
い
る
。

こ
の
文
様
の
大
き
さ
は
、
ジ
グ
ザ
グ
に
な
っ
て
い
る
線
の
最
長
の
直
線
が
九
セ
ン

チ
、
最
短
が
一

・
八
セ

ン
チ
で
、
線
の
幅
は
、
太
い
分
は

0
・七

i
0
・八

セ
ン
チ
、

細
い
分
は

0
・
一
五

I
0
・
三
セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。

東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
紅
白
山
道
菊
桐
枝
垂
桜
文
様
唐
織
(
挿
図
お

a

b
〉は・、

こ
の
唐
織
の
類
似
品
で
あ
る
。
紅
白
段
の
紅
地
の
部
分
が
そ
う
で
、
山
道
文
様
(
稲

表
文
様
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
〉
が
地
文
に
な
っ
て
、
桐
文
と
菊
文
が
互
の
目
に
織
り

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
山
道
文
様
が
似
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
山
道
文
様
は
、

絵
緯
で
地
を
殆
ど
埋
め
つ
く
す
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
普
通
の
唐
織
と
同
様
、
地
が

表
面
に
相
当
量
出
て
い
る
。
ま
た
山
道
文
様
の
、
縦
に
通
る
各
ジ
グ
ザ
グ
線
上
に
お
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い
て
、
恰
も
室
町
・
桃
山
刺
繍
の
糸
遣
い
に
見
ら
れ
る
如
く
、
絵
緯
の
色
を
き
っ
ぱ

一五



美

術

ー号

研

究

四

四

り
替
え
て
い
る
点
が
、

こ
の
胴
服
の
唐
織
と
目
立
っ
て
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
胴
服
の
唐
織
で
特
に
注
目
さ
れ
、
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
殆
ど
地
が
見

え
な
い
ま
で
に
絵
緯
が
渡
っ
て
い
る
こ
と
と
、

稲
妻
文
様
の
迫
力
あ
る
構
成
で
あ

る
。
唐
織
と
し
て
は
初
期
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
胴
服
例
の
唐
織
と
同
様
、
後
の

唐
織
に
劣
ら
な
い
高
度
な
技
術
と
意
匠
力
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
上
質
の
唐
織
の
襟
が
、
胴
服
全
体
の
白
場
に
対
す
る
比
率
も
的
確
に
、
派
手

や
か
に
品
よ
く
、
鋭
い
締
り
を
見
せ
て
胸
元
を
飾
っ
て
い
る
。
加
え
て
紅
一
畏
と
の
対

昭
一
、
裏
裂
と
共
裂
の
胸
紐
と
、

こ
の
胴
服
に
も
バ
ラ
ン
ス
の
見
事
な
統
一
の
よ
い
意

匠
効
果
が
う
か
が
わ
れ
る
。
胴
服
仰
と
は
雰
囲
気
を
異
ら
せ
た
、

し
か
し
同
等
の
高

さ
の
優
品
で
あ
る
。

(
形
状
、
法
量
、
仕
立
て
方
)

隠
れ
X
、

明
刑
引
『
刈

A
!

法
量
は
一
覧
表
(
報
告
四
、
上
ー
l
美
術
研
究
二
四
二
号
)

上
杉
家
伝
来
の

の
例
ω

胴
服
の
中
で
は

ω白
地
五
重
禅
牡
丹
唐
草
文
綾
、
襟
繍
胴
服
と
殆
ど
同
寸
の
身
丈
の
短
い
胴

服
で
あ
る
。
総
重
量
六
一

0
グ
ラ
ム
の
綿
入
。一
畏
と
共
裂
の
紅
練
綜
平
ぐ
け
の
紐
に
も
綿
が

入
っ
て
い
る
(
胴
服

ωの
紐
の
綿
よ
り
幾
分
薄
自
に
、
胴
服
川
仰
の
紐
の
綿
よ
り
は
厚
く
入
っ
て
い
る
〉
。

図
版

w
a
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
左
袖
の
前
面
下
方
に
破
損
が
あ
る
(
幅
二

・
五
セ
ン
チ
、
高

さ
三
・
五
セ
ン
チ
)
。
裏
は
通
し
裏
、

紐
も
裏
と
同
じ
裂
が
用
い
で
あ
る
い
袖
口
に
は
純
が
あ

り
、
裾
は
砲
は
な
く
突
き
合
わ
せ
に
な

っ
て
い
る
。
袖
口
の
砲
は
約

0
・
五
セ
ン
チ
、
袖
口

綿
は
砲
に
ふ
く
ま
せ
で
あ
る
が
、
そ
の
綿
は
と
じ
て
は
い
な
い
。
袖
口
留
は
な
い
。
背
縫
の

表
裏
と
も
わ
れ
わ
れ
が
い
う
正
常
な
方
向
(
美
術
研
究
二
二
八
号
、
二

O
頁、

挿

折
被
せ
は
、

町
3
参
照
〉
に
な

っ
て
い
る
。
袖
附
は
表
裏
共
に
平
縫
、
折
被
せ
は
表
裏
共
袖
が
高
く
(
上
に
)

な
っ
て
い
る
。
襟
附
は
、
内
側
の
襟
附
が
平
縫
い
で
縫
っ
て
あ
り
(
針
目
が
0
・
六
i
一
セ
ン

チ
〉
、
外
側
の
襟
附
が
く
け
つ
け
て
あ
る
(
針
目
一

t
一
・
三
セ
ン
チ

V
こ
の
仕
立
を
み
る
と
、

表
と
裏
と
を
別
々
に
縫
い
合
わ
せ
て
お
い
て
、
裾
合
わ
せ
を
し
、
そ
の
後
綿
を
入
れ
、
襟
下

一六

(
京
棲
)
を
く
け
、
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袖
の
表
裏
の
袖
口
側

の
く
け
合
わ
せ
を
行

い
、
襟
の
内
側
の
襟

附
を
平
縫
で
行
い
、

襟
を
二
つ
折
り
に
し

て
、
襟
の
外
側
の
襟

附
を
く
け
縫
い
で
行

胴服(7)の地文

っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
袖
下
縫
の
折
被

せ
に
統

性
が
な

挿図24

い
。
左
右
と
も
妊
下

り
の
位
置
よ
り
一
一
一

セ
ン
チ
下
っ
た
と
こ
ろ
に
胸
組
が
直
接
挟
み
込
ん
で
縫
い
つ
け
て
あ
る
。
左
右
と
も
わ
な
が

上
、
く
け
目
が
下
に
つ
い
て
い
る
。

縫
糸
は
比
較
的
細
い
白
の

S
撚
の
絹
糸
で
、
縫
目
は
、
平
縫
は
、
襟
附
の
内
側
の
針
目
を

除
い
て
、
約

0
・
五
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
揃
っ
て
お
り
、
く
け
目
は
一

t
一
・
二
セ
ン
チ
と
な

っ
て
い
る
。

(表

裂

身
頃地

合
|
|
地
は
経
の
五
枚
嬬
子
、
文
は
緯
の
浮
織
(
裏
組
織
が
基
準
に
な

っ
て
い
る
)
。
経
糸

は
一
セ
ン
チ
聞
に
八

O
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三

O
本
前
後
。
胴
服

ωの
表
裂
地

ト↑
h
n可
d

-一-
E
a生

の
一
種
で
あ
る
前
記
白
地
紗
綾
形
蘭
文
様
紛
子
の
地
質
よ
り
は
経
緯
共
に
糸
数
は
少
い
が
、

経
緯
共
に
糸
が
太
い
の
で
地
は
密
で
、
上
質
の
紛
子
で
あ
る
。

文
様
、
大
き
さ
|
|
文
様
は
挿
図

μ
、
紗
綾
形
の
大
き
さ
は
五
セ
ン
チ
、
雲
文
の
大
き
さ



は
幅
四
・
二
セ
ン
チ
、
長
さ
三
・
二
セ
ン
チ
、
中
心
部
に
あ
る
雲
の
塊
の
幅
は
二
セ
ン
チ
と
、

註
印

胴
服

ωの
倫
子
よ
り
は
文
様
が
長
さ
で
約
倍
大
き
い
。

襟
唐
織
で
、
地
合
以
外
は
さ
き
に
述
べ
た
υ

地
合
|
|
地
は
経
の
三
枚
綾
で
/
(
右
上
り
〉
、
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
六

O
本
前
後
、
緯

糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
二
八
本
前
後
。
地
緯
二
本
お
き
に
絵
緯
が
一
本
入
っ
て
い
る
。
絵
緯
の

撚
は
ゆ
る
い

S
撚
。

(裏

裂

身
頃
、
紐

身
頃
の
裏
と
組
は
同
質
の
裂
で
、
紅
色
の
練
緯
。
地
合
は
経
糸
は
細
く
、

一
セ
ン
チ
聞
に

四
四
本
前
後
で
、
二
本
ず
つ
寄
っ
て
お
り
、
綿
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三
六
本
前
後
。
黄
味
が

、T
Z
q
J
U

号

-u
d性

強
く
、
控
色
が
か

っ
た
紅
色
で
、
紅
の
後
染
。

(8) 

薄
茶
濃
茶
片
身
替
り
竹
に
雀
紋
織
綾
小
袖
型
胴
服

こ
の
胴
服
に
つ
い
て
は
、
伝
上
杉
謙
信

・
上
杉
景
勝
所
用
服
飾
類
調
査
報
告
二
、

伝
上
杉
謙
信
所
用
小
袖
十
二
領
(
美
術
研
究
二
二
八
号
)

で
詳
述
し
た
の
で
こ
こ
で

は
は
ぶ
く
。四

む

び

す

以
上
の
調
査
に
よ
っ
て
、
上
杉
家
に
伝
わ
る
八
領
の
胴
服
に
は
、
次
の
諸
事
項
が

結
論
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
。

八
領
は
、
す
べ
て
疑
う
余
地
の
な
い
「
う
ぶ
」
な
胴
服
で
、

且
つ
こ
の
種
の
染
織

品
と
し
て
は
極
め
て
保
存
状
態
の
よ
い
上
杉
家
伝
来
の
服
飾
類
の
中
で
も
、
特
に
良

好
な
状
態
で
今
日
に
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
八
領
共
に
、
形
態
の
上
で
は
、
室
町
・

伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領

ード

桃
山
時
代
の
小
袖
に
共
通
す
る
特
徴
を
よ
く
備
え
て
お
り
、
胴
服
と
し
て
の
形
が
、

何
れ
も
、
初
期
小
袖
の
上
に
か
さ
ね
て
着
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て

い
る
。
仕
立
も
亦
、
室
町
・
桃
山
時
代
の
仕
立
の
特
徴
で
あ
る
鷹
揚
さ
や
技
術
の
幼

稚
さ
が
あ
り
、
綿
入
仕
立
、

袷
仕
立
の
方
法
に
お
い
て
、

す
で
に
報
告
二
(
美
術
研

究
二
二
八
号
)

に
お
い
て
述
べ
た
上
杉
家
伝
来
の
小
袖
と
の
共
通
性
が
、
各
胴
服
に

お
い
て
認
め
ら
れ
る
。
更
に
各
胴
服
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
、
裏
、
襟
の
裂
地
の
種

類
と
、

そ
れ
ら
の
染
、
織
、
繍
、
箔
の
技
術
と
文
様
は
、
す
べ
て
室
町
・
桃
山
期
の

特
徴
が
顕
著
で
あ
る
。
加
え
て
、
室
町

・
桃
山
時
代
の
衣
服
の
意
匠
の
特
徴
で
あ
る

対
比
対
照
の
美
も
、
各
胴
服
と
も
、
表
裂
の
中
に
お
い
て
の
見
事
な
配
分
、
胴
服
全

体
に
対
す
る
襟
裂
の
効
果
、
表
裂
と
裏
裂
の
対
照
等
で
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
八
領
の
胴
服
は
、
明
ら
か
に
室
町

・
桃
山
時
代
の
初
期
胴
服
で

あ
る
。と

こ
ろ
で
、
上
杉
家
の
も
の
と
す
る
検
討
か
ら
は
ど
う
か
と
い
う
と
小
袖
や
雌
子

の
場
合
と
同
様
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

即
ち
、
意
匠
の
上
で
も
品
質
の
上
で
も
極
上
の
優
品
揃
い
で
、

一
貫
し
て
異
常
な

ま
で
の
凝
り
方
、
賛
沢
、
配
慮
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
は
、
上
杉
家
伝
来
の
服

飾
類
の
中
で
も
こ
の
胴
服
が
特
に
著
し
い
が
、
見
た
と
こ
ろ
で
は
、

そ
の
凝
り
ょ
う

や
賛
沢
、
配
慮
は
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
い
。
卓
越
し
た
意
匠
力
で
、
賛
沢
を
充
分
に

駆
使
し
、
格
調
高
い
芸
術
作
品
と
し
て
の
胴
服
を
種
々
作
成
し
た
感
が
強
い
。
こ
れ

ら
八
領
の
胴
服
に
用
い
ら
れ
て
い
る
裂
地
は
、
種
類
が
多
く
、
上
質
揃
い
で
あ
る
こ

と
で
注
目
さ
れ
る
が
、
中
で
も
唐
織
二
種
(
倒
的
の
襟
裂
)
、

倫
子
二
種

(ω
の
表
裂

の
一
種
、
仰
の
表
裂
)
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
唐
織
、
倫
子
の
最
古
の
も
の
と
し
て
、
得

難
く
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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美

術

究

11 
7J. 

四

四

研

小
袖
や
雌
子
の
場
合
に
、
上
杉
家
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
決
め
手
に
な
っ
た
竹
に

雀
の
紋
所
が
、
胴
服
の
場
合
は
何
浅
葱
綾
竹
雀
紋
繍
、
襟
摺
箔
描
絵
胴
服
と
例
薄
茶

濃
茶
片
身
替
り

竹
に
雀
紋
織
綾

註51参照

袖
型j
胴
服
の

二
領
に
見
ら
れ

紐

る

だ

け

で

あ

C. 

る
。
し
か
し
、

胴
服
相
互
の
地

部分

質
、
地
合
、

染

b. 

色
、
文
様
(
模

上杉神社蔵

総〉
、

刺

繍

技

b 

a 

c 

山形伝直江兼統所用薄浅葱鍛子胴服挿図25 a. 

l¥ 

法
、
刺
繍
技
術
、
形
態
、

前
述
調
査
事
項
に
基
い

法
量
、

仕
立
て
方
、

意
匠
等
、

200 

て
、
同
一
点
、
類
似
点
、
関
連
性
を
辿
っ
て
照
合
す
れ
ば
、
す
で
に
調
査
ず
み
の
小

袖
と
比
較
す
る
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
八
領
は
、

お
の
ず
か
ら
一
連
の
も
の
、
即
ち

室
町
・
桃
山
期
の
上
杉
家
の
胴
服
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
実
用
着
の
胴
服
で
、
所
用
者
は
寸
法
の
上
か
ら
一
人

と
見
倣
す
こ
と
が
出
来
、

ま
た
小
袖
の
寸
法
(
報
告
二
、
表
ー
ー
美
術
研
究
二
二
八
号
、
一

七
頁
参
照
)

と
の
比
較
か
ら
、

小
袖
の
所
用
者
と
同
一
人
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
し
か
し
、
小
袖
や
雄
子
の
場
合
と
同
様
、
時
代
を
あ
ま
り
隔
て
な
い
所
用
者

の
混
入
も
考
え
ら
れ
る
が
、
上
杉
家
の
場
合
、
小
袖
や
雄
子
の
報
告
に
お
い
て
も
述

べ
た
よ
う
に
、
謙
信
以
外
の
該
当
者
は
景
勝
(弘
治
一
時
打
一
日
間
九
年
)
一
人
と
限
定
さ
れ
る

の
で
、
こ
れ
ら
八
領
の
胴
服
は
、
伝
来
通
り
謙
信
所
用
か
、
或
は
景
勝
所
用
の
も
の

も
入

っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
じ
く
上
杉
家
伝
来
の
景
勝
の
家
臣
、

一--H持
F
h
d

(
永
」
与
川
一読
五
年
)
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
胴
服
(
挿
図
お

a
・

b
・
C
)

が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
一
領
、

直
江
兼
続

写
真

で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
胴
服
の
形
は
、
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
八
領
の
胴
服

と
比
較
す
る
と
、
謙
信
所
用
の
胴
服
に
は
何
れ
に
も
、
小
袖
に
近
い
要
素
が
多
く
見

ら
れ
る
の
に
対
し
、
直
江
兼
続
の
胴
服
は
後
世
の
羽
織
に
近
い
諸
要
素
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
直
江
兼
続
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
薄
浅
葱
鍛
子
胴
服
の
形
態
は
、
白
石

・
片

倉
家
伝
来
の
伝
太
閤
拝
領
小
紋
胴
服
(
報
告
三
、
挿
図

6
1
1美
術
研
究
二
三
三
号
、
八

頁〉、

日
光
・
東
照
宮
所
蔵
の
伝
徳
川
家
康
所
用
小
紋
胴
服
(
報
告
三
、

挿
図
7 

美
術
研
究
二
三
三
号
、

京
都
・
豊
国
神
社
所
蔵
の
伝
太
閤
所
用
紗
綾
胴
服
、

九
頁
)
、

京
都
・
明
石
家
所
蔵
の
伝
太
閤
拝
領
、
桐
紋
散
し
矢
襖
模
様
辻
ケ
花
染
胴
服
(
挿
図

徳
川
美
術
館
所
蔵
の
伝
徳
川
家
康
所
用
紫
地
葵
文
散
し
辻
ケ
花
染
胴
服
、

上



野
・
東
照
宮

所
蔵
の
伝
徳

挿図26 伝太閤拝領桐紋散し矢襖模様辻ケ花染胴服

京都明石家蔵

川
家
康
所
用

紫
地
葵
紋
、

桐
紋
散
し
辻

ケ
花
染
胴
服

と
同
種
で
、

後
世
の
羽
織

と
同
様
に
、

妊
は
な
く
、

襟
は
前
身
頃

註
臼

の
裾
ま
で
附
い
て
お
り
、
持
聞
に
相
当
す
る
裂
の
幅
出
し
が
行
つ
で
あ
る
(
明
石
家
の
胴

服
に
は
稽
や
橋
に
相
当
す
る
裂
の
幅
出
し
は
な
い
)
。

伝
直
江
兼
続
所
用
の
胴
服
以
下
列
挙
し
た
胴
服
七
領
に
、
伝
謙
信
所
用
の
入
領
、

並
び
に
静
岡
市
宇
都
谷
の
石
川
家
蔵
伝
太
閤
拝
領
紙
衣
胴
服
(
報
告
四
、
中
、
挿
図
日

ー
ー
美
術
研
究
二
四
三
号
二
八
頁
参
照
)
を
加
え
た
計
十
六
領
が
、

現
在
わ
か
っ
て
い

る
初
期
胴
服
の
殆
ど
で
あ
る
が
、
こ
の
中
で
、
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
胴
服
八
領

と
形
態
が
同
種
で
あ
る
の
は
、
静
岡
市
宇
都
谷
の
石
川
家
の
紙
衣
胴
服
一
領
だ
け
で

あ
る
。
こ
の
紙
衣
の
胴
服
は
、
天
正
十
八
年
三
月
十
九
日
に
拝
領
と
い
う
伝
承
も
あ

り
、
胴
服
の
形
態
、
模
様
の
点
か
ら
、
謙
信
所
用
胴
服
に
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
照

合
す
る
と
、
謙
信
は
天
正
六
公
可
∞
)
年
に
数
え
年
四
十
九
才
で
残
し
て
い
る
の
で
、

上
杉
家
伝
来
の
八
領
の
胴
服
を
謙
信
が
壮
年
時
か
ら
晩
年
に
か
け
て
所
用
し
た
と
見

て
、
時
代
は
さ
ほ
ど
隔
ら
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
、
初
期
胴
服
の
更

伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領

下

に
初
期
の
も
の
(
初
期
胴
服
の
中
で
も
更
に
古
様
を
有
す
る
も
の
)
と
す
る
と
、
こ
れ
ら

に
は
共
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。

即
ち
、

総
体
に
、

小
袖
に
近
い
感
じ
、

小
袖
の
形
か
ら
脱
皮
し
な
い
感
じ
が
す

る。

具
体
的
に
述
べ
る
と
、

最
も
大
き
な
特
徴
と
し
て
、

襟
が
小
袖
の
襟
と
同
様

に
、
前
身
丈
の
途
中
ま
で
し
か
つ
い
て
お
ら
ず
、

前
身
頃
に
は
小
袖
同
様
立
棲
(
襟

下
〉
が
あ
る
。
そ
し
て
殆
ど
の
も
の
に
は
桂
が
あ
り
、
檎
が
な
い
。
袖
は
平
袖
が
大

レレ
L
円
台
U

会
総
で
あ
る
。
ま
た
襟
は
装
飾
的
な
裂
地
が
つ
く
こ
と
が
多
く
、
胸
紐
は
大
き
く
派

手
な
も
の
が
多
い
。

小
袖
の
上
に
か
さ
ね
て
着
る
胴
服
が
、
ご
く
初
期
で
は
、
小
袖
の
形
に
酷
似
し
て

註
M
A

い
た
で
あ
ろ
う
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
小
袖
の
上

に
か
さ
ね
、
羽
織

っ
て
着
る
と
い
う
用
途
上
の
着
や
す
さ
や
恰
好
の
点
で
、順
次
改
良

さ
れ
、
や
が
て
後
世
の
羽
織
に
発
展
、
完
成
す
る
過
程
は
ま
こ
と
に
必
然
的
で
あ
る
。

従
っ
て
、
多
少
の
前
後
や
過
渡
的
様
相
は
あ
れ
、
小
袖
に
近
い
形
の
胴
服
は
時
代

が
上
り
、
羽
織
に
近
い
形
の
胴
服
は
時
代
が
下
る
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
上
杉
家
に
伝
来
す
る
謙
信
所
用
と
伝
え
ら
れ
る
胴
服

は
、
八
領
共
に
、
初
期
胴
服
の
中
で
も
古
様
を
備
え
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
時
代
は

上
り
、
伝
来
通
り
謙
信
所
用
と
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
中
に
景
勝
所
用
の
胴
服
が
混
入

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
景
勝
の
青
年
時
代
か
ら
壮
年
に
か
け
て
の
も
の
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
時
代
は
室
町
末

t
桃
山
初
頭
の
推
定
に
な
る
。

な
お
、
報
告
一
に
お
い
て
述
べ
た
(
美
術
研
究
一
二
九
号
三

O
頁
)
が
、
当
時
の
胴

服
に
は
酒
落
着
と
し
て
の
面
が
多
か
っ
た
よ
う
で
、
中
で
も
上
杉
家
伝
来
の
こ
の
八

領
に
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
。

201 

加
え
て
、
上
杉
家
伝
来
の
胴
服
に
は
紅
染
が
豊
富
に
使
わ
れ
て
お
り
、
紅
は
禄
色

九



美

術

四

号

研

究

四

が
著
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
れ
も
殆
ど
槌
色
の
な
い
状
態
で
今
日
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
紅
染
の
点
に
絞
っ
て
考
え
た
だ
け
で
も
、
得
難
い
資
料
で
あ
る
。

と
も
か
く
小
袖
に
附
随
し
て
研
究
さ
れ
る
胴
服
で
、
現
存
遺
品
に
之
し
い
初
期
の

も
の
が
入
領
、

そ
れ
も
古
様
を
備
え
た
、
染
織
品
と
し
て
も
最
高
の
優
品
揃
い
が
、

裂
地
、
文
様
の
種
類
も
豊
富
に
、
う
ぶ
な
形
で
、

し
か
も
保
存
状
態
が
至

っ
て
良
好

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
染
織
工
芸
史
、
並
び
に
日
本
服
飾
史
上
、
意
義
の
深

い
重
要
な
資
料
の
発
見
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
一
九
六
五
年
一

O
月〉

註42 

胴
服
川
判
的
の
紅
染

(6) 
表
襟

" 唐
織
¥ーノ

の
紅
色

白
地
裏
菊
文
綾
、
襟
賠
織
胴
服
の
紅
染

絵
緯
の
濃
い
紅

。¥
5

H
O
同

絵
緯
の
薄
紅

ア
¥
∞

]
戸

O
同

裏
襟
の
紅
色

]5
同

。¥呂

表
裂
の
紅
色

印

¥HN

斗

・

印

同

表
襟
(
唐
織
〉
の
絵
緯
の
濃
い
紅
、
薄
紅
、
裏
襟
裂
、
裏
裂
の
染
色
に
つ
い
て

ωの
身
頃
の
染
色
と
同
様
、
帯
黄
色
の
紅
(
緋
)
で
、
黄
色
の
下
染
が
施
さ
れ
た
上
に
紅
染
し

た
か
、
或
は
紅
花
餅
に
含
有
す
る
水
溶
性
の
黄
色
素
を
完
全
に
溶
出
し
な
い
で
紅
染
し
た
か
の
何

れ
か
と
考
え
ら
れ
る
。

紐
(
組
紐
|
|
角
八
ツ
打
〉

紅
染
で
は
な
い
。
茜
か
何
か
で
あ
ろ
う
。

(7) 

白
地
紗
綾
形
雲
文
倫
子
、
襟
唐
織
胴
服
の
紅
染
襟
(
唐
織
)
の
紅
色

襟
(
唐
織
)
の
紅
色

絵
緯
の
濃
い
紅

H
O
同

。¥呂

絵
緯
の
薄
紅

一戸。同

吋

¥

H

O

裏
裂
、
紐
の
紅
色

一戸
O
同

印

¥HN

四
0 

襟
〈
唐
織
〉
の
絵
緯
の
濃
い
紅
、
薄
紅
、
裏
裂
の
染
色
に
つ
い
て

ωの
身
頃
の
染
色
と
同
様
、
帯
黄
色
の
紅
(
緋
〉
で
、
黄
色
の
下
染
が
施
さ
れ
た
上
に
紅
染
し

202 

た
か
、
或
は
紅
花
餅
に
含
有
す
る
水
溶
性
の
黄
色
素
を
完
全
に
溶
出
し
な
い
で
紅
染
し
た

か
の

何

れ
か
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
推
定
は
槌
色
実
験
に
お
け
る
色
相
変
化
と
符
合
さ
せ
て
考
え
て
み
た
。

鈴
木
孝
男

(
報
告
四
、
上
|
|
美
術
研
究
二
四
二
号
、
四
、
五
頁
、
報
告
四
、
中
1

1

美
術
研
究
二
四
三

号
、
三
四
頁
註
担
参
照
〉

43 

こ
れ
は
補
修
と
仕
立
替
え
の
跡
が
非
常
に
多
く
て
、
原
形
は
著
し
く
失
わ
れ
て
い
る
。
乙
の
片
身

替
り
の
桐
竹
文
様
の
裂
は
、
見
た
と
と
ろ
唐
織
の
よ
う
で
あ
る
が
、
と
の
裂
地
は
唐
織
で
は
な
〆
¥

綾
の
地
文
通
り
に
色
糸
で
刺
繍
が
施
さ
れ
た
も
の
で
、

唐
織
を
倣
し
た
と
も
い
え
る
刺
繍
裂
で
あ

る
。
こ
れ
と
同
様
な
手
法
が
行
わ
れ
て
い
る
裂
地
が
、
奈
良
の
勝
手
神
社
蔵
、
格
子
葡
萄
文
様
片
身

替
縫
箔
に
も
用
い
て
あ
る
。

44 

多
少
手
の
乙
ん
だ
紋
織
物
で
は
、
地
を
織
出
す
緯
糸
の
ほ
か
に
、
文
様
(
絵
模
様
)
を
現
わ
す
た

ぢ

白

き

え

向

き

め
の
緯
糸
が
用
い
ら
れ
る
。
地
を
織
り
出
す
緯
糸
を
地
緯
、
文
様
を
織
り
出
す
緯
糸
砂
』
絵
緯
と
い

ち

だ

て

う
。
簡
単
な
紋
織
物
で
は
、
地
緯
又
は
地
経
だ
け
で
文
様
を
あ
ら
わ
し
、
絵
緯
は
使
わ
な
い
。

伍
唐
織
は
、
岨
併
に
、
天
王
年
問
、
明
様
の
錦
(
そ
の
他
民
金
欄
、
紗
、
紋
紗
、
金
紋
紗
、
鍛
子
、
縮

緬
〉

の
織
法
が
伝
来
し
、
製
織
さ
れ
た
の
が
始
め
で
、
そ
の
後
慶
長
前
後
に
、
西
陣
の
俵
屋
某
が
、

明
様
の
錦
に
わ
が
国
中
世
以
来
の
浮
織
の
技
術
を
加
え
て
賠
織
を
製
織
し
た
(
以
後
能
装
束
に
効
果

的
に
用
い
ら
れ
る
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。
|
|
佐
々
木
信
三
郎
著
「
西
陣
史
」
七
六

頁
(
和
泉
志
、

薙
州
府
誌
巻
七
に
基
く
〉
に
よ
る
。
ー
ー

46 

佐
々
木
信
三
郎
著
「
西
陣
史
」
九
二
頁
(
工
芸
志
料
よ
り
)

47 

胴
服
制
約
の
唐
織
を
比
較
し
て
同
色
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た

48 

図
版
羽

b
の
向

っ
て
左
上
方
、
左
端
の
自
の
絵
緯
(
中
央
で
切
断
さ
れ
た
入
子
菱
形
の
真
中
に
見

ら
れ
る
〉
か
ら
、

g
。
の
傾
斜
で
向
っ
て
右
下
方
に
順
次
絵
緯
の
色
を
追
う
と
、
白
、
紫
、
紫
、
紅
、

白
、
紅
、
金
茶
、
濃
い
萌
黄
、
金
茶
、
薄
紅
、
濃
い
萌
黄
、
薄
紅
、
白
(
図
版

W
b
で
見
ら
れ
る
絵

緯
の
狂
い
の
個
所
よ
り
や
や
右
上
の
白
い
点
)
と
な
っ
て
い
る
。

49 

白
地
紗
綾
形
蘭
文
様
綿
子
は
経
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
九

O
本
前
後
、
緯
糸
は
一
セ
ン
チ
聞
に
三
四

本
前
後
、
糸
が
細
い
の
で
地
質
は
多
少
粗
い
感
じ
で
あ
る
。

50 

胴
服

ωの
倫
子
の
紗
綾
形
の
大
ぎ
さ
は
二
・
二
セ
ン
チ
。



51 

挿
図
お

b

k
見
ら
れ
る
よ
う
な
文
様
の
薄
浅
葱
椴
子
が
表
裂
の
胴
服
で
、
一
某
は
金
茶
色
平
絹
(
練

緯
)
、
袷
仕
立
で
あ
る
。

妊
は
な
く
、

襟
は
後
世
の
羽
織
同
様
前
身
頃
の
裾
ま
で
つ
い
て
い
る
。
檎

は
、
表
は
楢
の
幅
だ
け
裾
拡
が
り
に
裂
が
幅
広
く
裁

っ
て
あ
り
、

一
員
は
前
後
と
も
楢
裂
が
接
い
で
あ

る
。
肩
山
よ
り
三
五
セ
ン
チ
下
っ
た
位
置
に
濃
い
紫
の
胸
紐

l
ll挿
図
お

c
l
l
-が
じ
か
に
挟
み
込

ん
で
縫
い
つ
け
て
あ

っ
た
(
乙
の
紐
の
朽
損
が
著
し
か

っ
た
の
で
、
は
ず
し
て
別
に
保
存
し
た
。
長

さ
は
尖
端
の
球
も
入
れ
て
一
六
セ
ン
チ
、
元
が
太
く
先
ほ
ど
細
く
な

っ
て
い
る
|
|
元
の
最
も
幅
広

い
と
こ
ろ
が
二
・
五
セ
ン
チ
、
先
の
最
も
細
い
と
こ
ろ
が

0
・
七
セ
ン
チ

l
l
l平
織
風
な
紐
で
、
紐

の
中
央
に
金
茶
色
濃
淡
四
本
ど
り
の
飾
り
糸
が
通
し
て
あ
り
、
尖
端
の
球
に
は
撚
り
金
糸
三
本
ど
り

丈
は
後
が
九
一
セ
ン
チ
(
背
縫
の
位
置
で
。
繰
越
し
が
三
セ

の
飾
り
糸
が
穆
に
か
か

っ
て
い
る
)
。

ン
チ
あ
る
の
で
肩
山
か
ら
の
後
丈
は
九
四
セ
ン
チ
。
〉
、
前
が
九
九
セ
ン
チ
(
こ
の
中
、
前
下
り
五
セ

ン
チ
)
。

桁
は
六
一
セ
ン
チ
。

後
身
幅
は
肩
と
袖
下
の
位
置
で
三
九
セ
ン
チ
、
裾
で
四
五
セ
ン
チ
。

前
身
幅
は
肩
で
三
一
セ
ン
チ
、
袖
下
の
位
置
で
三
六

・
五
セ
ン
チ
、
裾
で
四
五
セ
ン
チ
。
袖
幅
は
二

二
セ
ン
チ
、
袖
丈
五
二
セ
ン
チ
。
袖
口
二
五
セ
ン
チ
。
襟
幅
一
三

・
五
セ
ン
チ
。
重
量
は
紐
共

2
Z

(
紐
は

5
m
〉
。
背
縫
は
四
つ
縫
が
し
て
あ
り
、
袖
附
は
三
つ

縫
で
、
裏
袖
が
く
け
つ
け
て
あ
る
。

52 

註
日
参
照
。
後
世
の
羽
織
に
近
い
形
の
胴
服
で
、
乙
の
伝
直
江
兼
続
所
用
胴
服
の
よ
う
な
鍛
子
と

か

日
光
・
東
照
宮
、

白
石
・
片
倉
家
の
小
紋
胴
服
の
よ
う
な
幅
広
い
裂
で
仕
立
て
て
あ
る
胴
服

は
、
補
裂
は
別
に
接
い
で
つ
け
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
幅
広
い
裂
か
ら
、
補
の
分
だ
け
脇
の
方
に
出

し
て
|
|
脇
の
方
は
裾
拡
が
り
に
三
角
形
民
出
る
。
挿
図
お
、
報
告
三
の
挿
図

6
、

7
参
照
|
|
裁

断
し
て
あ
る
。

53 

小
袖
の
上
に
羽
織
る
衣
服
の
胴
服
が
、
小
袖
と
殆
ど
同
じ
形
で
あ
る
場
合
は
、
着
た
り
脱
い
だ
り

す
る
の
に
、
袖
は
平
袖
の
方
が
楽
で
あ
る
か
ら
、
古
様
を
備
え
た
|
|
小
袖
の
形
に
酷
似
し
た
!
|
|

胴
服
と
い
う
の
は
袖
は
平
袖
が
多
か

っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る

54 

わ
が
国
独
自
の
衣
服
の
特
徴
に
、
平
安
朝
以
来
の
襲
ね
着
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
形
、
仕
立
と
も
に

大
ま
か
な
、
同
じ
形
、
乃
至
は
同
系
の
衣
服
を
、
時
に
応
じ
、
枚
数
を
加
減
し
て
襲
ね
る
衣
服
の
着

方
で
あ
る
。
応
仁
の
乱
以
後
、
わ
が
国
の
衣
服
の
主
流
は
小
袖
に
な
る
が
、
室
町
時
代
以
降
、
小
袖

が
襲
ね
着
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
絵
巻
物
、
肖
像
画
、
風
俗
画
、
遺
品
資
料
等
を
通
し
て
明
ら
か
で

あ
る
。
従

っ
て
最
上
層
の
胴
服
が
、
羽
織

っ
た
り
脱
い
だ
り
の
着
や
す
さ
の
点
な
ど
で
、
次
第
に
形

が
改
良
さ
れ
て
行

っ
た
乙
と
は
当
然
で
、
元
の
形
は
と
い
え
ば
、
最
上
層
の
小
袖
で
、
初
期
胴
服
の

中
で
も
、
時
代
が
上
る
も
の
ほ
ど
小
袖
に
近
い
形
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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伝
上
杉
謙
信
所
用
胴
服
八
領

干ー

四
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